
　大
西
友
一
朗
先
生
は
、
講
義
型
の
授
業
を
し
て
い
た

頃
、生
徒
間
に
溝
が
あ
る
こ
と
を
課
題
に
感
じ
て
い
た
。

　「そ
の
溝
は
、『
英
語
を
楽
し
ん
で
い
る
、
楽
し
ん
で

い
な
い
』『
英
語
が
得
意
、
不
得
意
』
の
差
と
し
て
表

れ
て
い
ま
し
た
。
中
学
校
時
代
か
ら
基
礎
学
力
の
あ
る

生
徒
は
、
授
業
を
理
解
し
て
英
語
力
を
高
め
て
い
き
ま

香川県・私立四国学院大学香川西高校
◎上戸洋裁研究所として設立。2016年度に四
国学院大学の系属校となる。キリスト教精神に
基づき、人格の尊厳と自由を基盤として豊かな
人間性を醸成する教育を展開。野球部や男女
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◎設立　1946（昭和 21）年
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／共学
◎生徒数　１学年約180人
◎2020 年度進路実績（現役のみ）
国公立大は、大阪大、山口大、琉球大、岡山
県立大などに８人が合格。私立大は、早稲田大、
立命館大、関西学院大、甲南大、四国学院大
などに延べ66人が合格。短大、専門学校進学
39人。就職 44人。
◎URL

香川県・私立四国学院大学香川西高校
大西友一朗　おおにし・ゆういちろう　

教職歴 19年。同校に赴任して 17年目。
特別進学コース長。進路部長補佐。
英語科主任。

http://www.kagawanishikou.com/

9:40 アイスブレーク 授業
ハイライト

協
働
学
習
や
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
活
動
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
し
、

自
ら
学
び
に
向
か
う
姿
勢
を
育
む

生徒はまず、電子黒板に映し出されたアメリカの無声ＣＭ
を見て訴求内容を推測し、英語で説明し合うペアワークを
行った。続いて、日本の土産屋の写真が提示され、生徒は
ペアの相手と、店員と外国人旅行者の役を分担し、買い物
の場面を想定したやり取りを英語で行った。生徒は、ジェ
スチャーを交えながら一生懸命やり取りをしていた。

●
３
年
生
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅲ
」
の
「The 

Legacy of K
ano Jigoro

」
の
全
６
時
間
の
う
ち
の
６

時
間
目
。
前
時
に
書
い
た
英
作
文
を
基
に
、
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
相
互
評
価
を
行
っ
た
。（
Ｐ
．

45
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

英語

実践

模
擬
授
業
の
体
験
か
ら
、
生
徒
同
士
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
す
る
指
導
観
に
転
換

大
西
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ
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す
が
、そ
う
で
は
な
い
生
徒
は
授
業
に
関
心
も
示
さ
ず
、

そ
の
溝
は
深
ま
る
ば
か
り
で
し
た
」

　
そ
う
し
た
課
題
意
識
の
下
、
５
年
ほ
ど
前
か
ら
参
加

す
る
よ
う
に
な
っ
た
英
語
教
師
向
け
の
外
部
研
修
を
通

じ
て
、
大
西
先
生
の
指
導
観
は
徐
々
に
変
わ
っ
て
い
っ

た
。大
き
な
変
化
は
、生
徒
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
だ
。
そ
の
き
っ
か

け
は
、
外
部
研
修
で
行
わ
れ
た
模
擬
授
業
に
生
徒
役

で
参
加
し
た
際
、
教
師
か
ら
一
方
的
に
教
え
ら
れ
る
よ

り
、
自
分
で
考
え
て
表
現
し
合
う
学
び
の
方
が
断
然
楽

し
く
、
理
解
も
深
ま
る
と
実
感
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
以

前
の
授
業
で
は
、
イ
ン
プ
ッ
ト
活
動
が
大
半
を
占
め
て

い
た
が
、
今
で
は
、
授
業
で
自
分
が
説
明
す
る
時
間
は

長
く
て
も
20
分
間
と
し
、
イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
、
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
行

う
活
動
を
で
き
る
だ
け
多
く
取
り
入
れ
て
い
る
。

　
個
人
学
習
と
協
働
学
習
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
、学
び

を
深
め
る
工
夫
も
し
て
い
る
。本
時
で
は
、前
時
に
単
元

の
ま
と
め
と
し
て
取
り
組
ん
だ
英
作
文
の
内
容
を
、
グ

ル
ー
プ
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
活
動
を
行
っ
た
。

　「
自
分
の
考
え
を
発
表
す
る
場
を
設
け
る
こ
と
で
、

相
手
に
伝
え
る
こ
と
を
意
識
し
て
英
作
文
を
書
く
よ
う

に
な
り
、
内
容
が
深
ま
り
ま
す
。
加
え
て
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
内
容
を
暗
唱
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
何
度
も
音
読
を
す
る
の
で
、ス
ピ
ー
キ
ン
グ
力
の

向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。ま
た
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
聞
い
て
相
手
の
考
え
を
知
る
こ
と
は
、コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
に
、
１
つ
の
活
動
か
ら
様
々
な
教
育
的
効
果

を
生
み
出
し
、
学
び
が
深
ま
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　
大
西
先
生
が
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
活
動
で
生
徒
に
意

識
す
る
よ
う
繰
り
返
し
伝
え
て
い
る
の
が
、「
Ａ
Ｒ

Ｅ
（A

ssertion, Reason, Evidence

）」
の
要
素
を

入
れ
る
こ
と
だ
。
本
時
の
ア
イ
ス
ブ
レ
ー
ク
や
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
も
、
ま
ず
自
分
の
考
え
を
述
べ

（A
ssertion

）、
そ
れ
を
理
由
（Reason

）
と
根
拠

（Evidence

）
を
持
っ
て
説
明
す
る
よ
う
に
指
導
し
た
。

　「
Ａ
Ｒ
Ｅ
を
意
識
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
思
考
が
深

ま
り
、
相
手
を
納
得
さ
せ
ら
れ
る
伝
え
方
が
身
に
つ
き

ま
す
。
Ａ
Ｒ
Ｅ
は
、
英
語
だ
け
で
な
く
日
本
語
で
話
す

際
に
も
意
識
し
て
ほ
し
い
こ
と
で
あ
り
、
説
得
力
の
あ

る
小
論
文
を
書
く
土
台
に
も
な
り
ま
す
」

　
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
活
動
で
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
テ
ー

マ
を
設
定
す
る
こ
と
が
多
い
。
本
単
元
で
は
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
持
続
可
能
な

開
発
目
標
の
視
点
か
ら
、「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
後
、
そ
れ
ら
の
施
設
を
ど
う
使
う
か
」
を

英
作
文
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ
に
し
た
。

　「
私
に
は
、
世
界
平
和
に
貢
献
で
き
る
生
徒
を
育
て

た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
英
語
４
技
能
が
不

可
欠
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
授
業
で
も
英

語
を
使
い
な
が
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を

＊１　単語や語句などが書かれたカードを瞬時に切り替えていくこと。暗記などに使われる。

9:55 9:50本文の内容の確認 新出単語の確認

大西先生が先に読み上げた教科書の本文のフレーズを、生徒
が全員で復唱。次に、生徒を起立させて、各自が音読を１回す
る度に時計回りに90度回転し、４回読み終えて正面を向いた
ら挙手する活動を行った。その活動後、大西先生が本文の内
容について、生徒に英語で質問し、指名された生徒が英語で
答えることを数回繰り返して、本文の内容を確認していった。

生徒が各自で単語学習カードやノートを見直した後、大西先
生は新出単語が書かれたフラッシュカード（＊１）をテンポ
よく提示し、生徒全員が一斉に答えた。新出単語の確認は毎
時間行っており、本単元を学ぶのは６時間目であることから、
多くの生徒に新出単語が定着。カードが示されると、生徒は
大きな声で単語を発音したり、意味を答えたりしていた。

理
由
と
根
拠
を
持
っ
て
自
分
の
意
見
を

述
べ
る
活
動
で
、
伝
え
る
力
を
鍛
え
る

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮
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で
き
る
だ
け
設
け
て
い
ま
す
」

　
英
語
の
授
業
で
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
活
動
を
繰
り
返
す
一

方
で
、同
校
の「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」で
は
、Ａ
Ｌ

Ｔ
の
指
導
の
下
、
学
期
に
１
回
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ
ー
マ

と
し
た
英
語
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い

る
。
学
校
全
体
で
教
科
を
超
え
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構

築
し
、
英
語
力
や
思
考
力
を
相
乗
的
に
高
め
て
い
る
。

　
生
徒
に
英
語
を
使
い
た
い
と
思
わ
せ
る
活
動
と
し
て

行
う
の
が
、
授
業
冒
頭
の
ア
イ
ス
ブ
レ
ー
ク
だ
。
大
西

先
生
は
、
生
徒
が
関
心
を
持
ち
そ
う
な
動
画
や
画
像
を

厳
選
し
て
活
動
内
容
を
準
備
。
活
動
中
に
は
「
英
語
は

間
違
い
を
繰
り
返
し
な
が
ら
身
に
つ
け
る
も
の
だ
か

ら
、
積
極
的
に
話
そ
う
」「
楽
し
む
こ
と
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
」
な
ど
と
、
雰
囲
気
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

　「
生
徒
が
安
心
し
て
英
語
を
話
せ
る
よ
う
に
、
声
を

か
け
て
い
ま
す
。
間
違
い
を
恐
れ
な
く
な
る
と
、
ミ
ス

か
ら
学
べ
る
こ
と
が
あ
る
と
気
づ
き
、
ペ
ア
の
相
手
が

間
違
え
た
時
に
も
指
摘
し
合
う
よ
う
に
な
り
ま
す
」

　
大
西
先
生
は
、
ほ
と
ん
ど
日
本
語
を
使
わ
ず
、
英
語

で
授
業
を
進
め
、
タ
イ
マ
ー
で
各
活
動
の
時
間
を
区
切

り
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
活
動
を
切
り
替
え
て
い
く
。

　「
耳
か
ら
入
っ
て
き
た
英
語
を
素
早
く
反
射
的
に
発

音
さ
せ
た
り
、
日
本
語
を
介
さ
ず
英
語
で
思
考
さ
せ
た

り
す
る
こ
と
で
、
４
技
能
の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
」

　
大
西
先
生
が
授
業
を
変
化
さ
せ
る
に
連
れ
て
、
生
徒

は
自
ら
英
語
を
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　「
英
語
学
習
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
生
徒
が
増
え
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
４
技
能
を
使
う
中
で
、『
音

読
を
繰
り
返
し
た
ら
自
然
と
英
語
が
出
て
き
た
か
ら
、

次
も
音
読
を
頑
張
ろ
う
』
な
ど
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
中
で
様
々
な
活
動
の
効
果
を
実
感
で
き
る
こ

と
が
、自
ら
学
ぶ
姿
勢
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
う
し
た
主
体
的
な
学
習
者
を
生
み
出
す
学
び
こ
そ
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
」

　
大
き
な
成
果
は
、
ど
の
学
力
層
の
生
徒
も
英
語
力
が

向
上
し
て
い
る
こ
と
だ
。
と
り
わ
け
下
位
層
の
生
徒
の

英
語
力
が
底
上
げ
さ
れ
、
課
題
だ
っ
た
英
語
力
の
差
が

縮
ま
っ
て
い
る
。
昨
年
度
の
卒
業
生
の
中
に
は
、
入
学

時
に
英
語
の
模
擬
試
験
の
偏
差
値
が
30
台
だ
っ
た
生
徒

が
、
卒
業
時
に
は
60
台
に
上
昇
し
た
ケ
ー
ス
も
珍
し
く

な
か
っ
た
。
英
語
学
習
の
楽
し
さ
に
目
覚
め
、
大
学
で

も
英
語
を
学
び
た
い
と
考
え
る
生
徒
も
増
え
、
大
西
先

生
が
担
当
す
る
特
別
進
学
コ
ー
ス
で
は
、
外
国
語
・
国

際
系
学
部
に
進
学
す
る
生
徒
の
割
合
が
、
５
年
前
の
約

２
割
か
ら
、
現
在
は
約
５
割
に
ま
で
上
昇
し
た
。

　「
英
語
が
好
き
な
生
徒
が
増
え
る
の
は
喜
ば
し
い
こ

と
で
す
。
英
語
を
自
分
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の

ツ
ー
ル
と
し
て
生
か
し
、
世
界
平
和
に
貢
献
す
る
人
へ

と
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」

10:15

４〜５人のグループとなり、１人ずつ立って、自分の書いた英
作文をプレゼンテーションした。聞き手役の生徒は、ルーブ
リックに基づいた内容や伝え方などに関する評価とコメントを
評価シートに記入し、プレゼンテーション後には英語で質疑
応答を行った。大西先生は各グループを回りながら、笑顔で
うなずいたり、拍手をしたりして、場の雰囲気づくりに努めた。

10:10

生徒は、「東京オリンピック・パラリンピック後、それらの
施設をどう使うか」をテーマに前時に書いた英作文のＡＬＴ
による添削の内容を確認し、本時に行うプレゼンテーション
を暗唱してできるよう、繰り返し音読練習をした。大西先生
は、「聞き手の存在を意識して、大きな声で分かりやすく伝
えよう」と呼びかけた。

プレゼンテーション プレゼンテーションの準備

英
語
学
習
に
積
極
的
に
な
り
、

全
体
的
に
英
語
力
が
伸
び
る

成
果
と
課
題

間
違
い
を
恐
れ
ず
に
活
動
で
き
る
よ
う
、

何
度
も
声
を
か
け
る

場
づ
く
り
へ
の
配
慮
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【教科・科目】英語・コミュニケーション英語Ⅲ　【分野・単元】Chapter1 The Legacy of Kano Jigoro　【テーマ・作品】東京オリンピック・
パラリンピック後、それらの施設をどう使うか（グループでプレゼンをしよう）　【設定時数】全６時間の中の６時間目　【単元目標】テーマに沿っ
て自分の意見を表現し、相手の意見を聴き、メタ認知能力を高める。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

1

• 本 文 を 速
読 し、 問 い
に答える。
• ＷＰＭ（＊２）
でスコアをつ
ける。

• 間違いを恐れず、英語で表現する
ことができる。
• これまでに学習した知識や新出単
語を用いて、速読力を身につける。

【知識、技能、思考力、表現力、協働性】

①アイスブレークを行う。
②新出単語の確認を、クイズ形式のプリント

で行う。解答した生徒から、順次教師が答
え合わせをする。隣の席の生徒とプリント
を交換して、アクセントも含めて再確認す
る。

③プリントの問題を１分間で速読した後、本
文を速読する。

④時間を区切って問題に取り組む。解答した
生徒は、教師が答え合わせをし、ポイント
を与える。

• 速 読 表
にスコア
を 入 れ
る。

2

• 和 訳 を 先
に 渡 し、 同
時 通 訳（ 前
半）。

• 間違いを恐れず、英語で表現する
ことができる。
• 新出単語を覚えることができる。
• 音読によって、本文の内容を正し
く理解し、速読力を身につける。

【知識、技能、思考力、表現力、多様性、
協働性】

①アイスブレークを行う。
②単語を音読した後、マンブリング（＊３）

で単語を５分間で覚え、覚えた単語の確認
をペアで行う（１問につき５秒）。

③本文をマンブリングで暗唱し（５分間）、ペ
アで同時通訳を行う。

【対話的な学び】簡単な評価
カードを作ることにより、ペア
ワークへの取り組みを促す。

・単語シー
ト

・同時通訳
シート

5

• 本 文 内 容
（後半）の確
認
• 本 文 の
テ ー マ に 関
する英作文

• 間違いを恐れず、英語で表現する
ことができる。
• 新出単語を定着させることができ
る。
• 本文の内容を深く理解することが
できる。

【知識、思考力、判断力、表現力、
協働性】

①アイスブレークを行う。
②フラッシュカードで新出単語を確認する。
③本文の内容に関する質問を英語でする（英

語の質問文は、事前に生徒が黒板に書いて
おく）。

④質問の答え合わせをし、難解な文章を解説
する。

⑤本文の内容に関連したテーマについて考
え、自分の意見を英作文でまとめる。時間
内に終わらなければ、後日提出する。

【主体的な学び】英作文のテー
マについて自ら調べることに
より、発表への意識を高める。

6 • プ レ ゼ ン
テーション

• 間違いを恐れず、英語で表現する
ことができる。
• 新出単語を定着させることができ
る。
• 他者の意見を聴き、自分の今後の
考え方を広げることができる。
• 自分の意見を相手に伝えることが
できる。

【思考力、判断力、表現力、主体性、
協働性】

①アイスブレークを行う。
②フラッシュカードで新出単語を確認する。
③事前に返却された前時に書いた英作文につ

いて、生徒はＡＬＴの添削の内容を確認し、
自分の英作文の音読練習をする。

④プレゼンテーションの注意点を伝え、リ
ハーサルを行う。

⑤４～５人のグループとなり、生徒が１人ず
つプレゼンテーションする。聞き手はルー
ブリックで評価する。

【対話的な学び】評価シート
に評価者のコメント欄をつけ、
発表者が評価者の意見を知る
ことができるようにした。

【深い学び】SDGs につながる
ヒントが得られるよう、英作
文のテーマを「東京オリンピッ
ク・パラリンピック後、それら
の施設をどう使うか」とした。

• ル ー ブ
リックに
よ る 他
者評価

＊大西先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。単元の指導計画の全６時間分は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp/）からダウン
ロードできます。「HOME →教育情報→高校向け」でご覧ください。

英
語
科

　山
中
秀
和
先
生

　教
室
に
は

ほ
ど
よ
い
緊
張
感
が
あ
り
、
生
徒
だ
け

で
な
く
、
大
西
先
生
自
身
も
授
業
を
楽

し
む
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
タ
イ
マ
ー
で
時
間
を
区

切
っ
て
展
開
す
る
授
業
は
、
テ
ン
ポ
が
よ
く
、
メ
リ
ハ

リ
が
で
き
る
こ
と
で
、
生
徒
の
集
中
力
は
途
切
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
し
た
授
業
構
成
を
自
分
も
取
り

入
れ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

英
語
科

　青
山
直
樹
先
生

　ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
基
に
し
た
評
価
結
果
を
評
価

シ
ー
ト
に
書
き
込
ん
で
相
手
に
渡
す
相

互
評
価
が
あ
る
こ
と
で
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る

生
徒
は
、
明
確
な
目
標
を
持
っ
て
音
読
練
習
を
し
て
い

ま
し
た
。
評
価
す
る
生
徒
も
、
気
を
引
き
締
め
て
し
っ

か
り
聴
く
態
勢
が
で
き
、
リ
ス
ニ
ン
グ
力
の
向
上
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。

数
学
科

　山
下
達
也
先
生

　テ
ン
ポ
よ

く
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
展
開
す
る
授
業

で
し
た
が
、
授
業
に
つ
い
て
い
け
て
い

な
い
生
徒
は
見
あ
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
題
材
や
レ
ベ

ル
の
設
定
が
適
切
で
あ
り
、
ど
の
学
力
層
の
生
徒
も
自

分
で
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
し
た
。
私
が
担
当

す
る
数
学
の
授
業
で
も
、
そ
う
し
た
課
題
設
定
や
活
動

の
時
間
配
分
な
ど
の
工
夫
を
取
り
入
れ
た
い
で
す
。

国
語
科
、
地
理
歴
史
・
公
民
科

　渡わ
た
な
べ邉

涼り
ょ
う

花か

先
生

　大
西
先
生
は
、
ペ
ア
ワ
ー

ク
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、

「
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て
話
す
」「
分
か
り
や
す
い
言

葉
で
伝
え
る
」
な
ど
、
教
科
の
枠
を
超
え
て
社
会
で
必

要
な
力
も
育
成
し
て
い
ま
し
た
。
異
な
る
教
科
の
授
業

で
も
学
べ
る
点
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
私
も
日
本
史
の
授

業
で
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

＊２　Words Per Minute の略。１分間あたりに読むことのできる単語数のこと。　＊３　英語学習法の１つで、聞こえてきた英語の音を小声でぶつぶつ言うように発音すること。
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